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　ミカン、オレンジ、グレープフルーツ、伊予柑、

甘夏などは柑橘類と総称されています。ヘスペレジ

ンのようなフラボノイド、ビタミン C、香り成分な

ど健康にいい成分を豊富に含み、多数の健康にいい

商品が開発、市販されております。そのなかで、私

たちは今まで研究が行われてこなかったベータクリ

プトキサンチン（β－ cry）というカロテノイド成

分に注目しました。

　柑橘の果実と果実加工品 26 品目に含まれる 10

種類のカロテノイドの含有量を調べてみました。私

たちが日常的に食物から吸収するニンジンのβ－カ

ロテン、緑の葉にあるルテイン、トマトのリコピン

は柑橘にはほとんど含まれていません。そのかわり、

β－ cry を豊富に含む柑橘が多数ありました。β－

cry の構造はβ－カロテンにOHが 1個加わっただ

けですが、β－カロテンにはない機能が現れたり、

β－カロテンより機能が強力だったりという現象が

見られます。

　β－ cry は柑橘類を食べると血液中に入ってきま

す。β－ cry を豊富に含む温州ミカンの産地・静岡

県三ヶ日町で住民のβ－ cry の血中濃度を測ったと

ころ、平均値が他の地域に比べて著しく高く、特に

欧米の数倍から十数倍にも達することがわかりまし

た。ミカン以外の食品から摂取できるβ－ cry は非

常に少ないため、ミカンをたくさん食べる人とそう

でない人で大きな差が出てくるわけです。

　では、β－ cry の血中濃度が一般の平均より５倍

から 10倍高いと、健康上どのようなメリットがあ

るのでしょうか。ミカンを１日 10個ぐらい食べる

と、手が黄色くなったりしますが、健康に悪い影響

があるというデータは今までのところありません。

　実験でマウスの背中に発がん物質を塗ると腫瘍が

できますが、併せてβ－ cry を投与塗布したマウス

は腫瘍がほとんどできませんでした。これで味をし

め、喉、肺、大腸、膀胱などでも予防試験を行い、

有意の抑制効果が確認されました。現在は肝臓がん

のリスクが非常に高い人を対象に、予防効果のヒト

の臨床試験を行っています。結果が出るまでに２、

３年を要しますが、非常に期待しております。

　一方、外国の疫学研究の報告でも興味深いことが

わかってきました。β－ cry の摂取量が極めて少な

い人に比べ、β－ cry 摂取量が多い人は肺がんにな

るリスクが低いという有意なデータが出てきたので

す。

　私たちも、先ほどの三ヶ日町の調査で血中濃度が

高い人の健康状態を調べました。お酒を飲みすぎる

と肝臓の障害が出てきますが、その指標となるの

がγ－ GTP です。そこで、飲酒量と血清中のγ－

GPT とカロテノイドの関係を観察しました。飲酒

量が増えるとγ－ GTP 値も高くなりますが、β－

cry の血中濃度が「高い」「中程度」「低い」に分け

ると、高い人ほどγ－ GPT の値は低くなり、β－

cry が飲酒による肝臓障害のリスクを抑える働きを

しているのがわかります。β－カロテンやリコピン

にも同様の働きがあることもわかりました。

　糖尿病性の肝臓障害についても見てみました。血

糖値が高い人は正常な人よりAST（GOT）、ALT（GPT）

値ともに高くなります。ところが、β－ cry の血中
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濃度が高い人の場合は糖尿病患者でも AST、ALT 値

が健康な人とまったく差がありません。通常は血糖

値が高いと肝臓に負担がかかりますが、β－ cry に

それを抑制する効果があることがわかります。動脈

硬化についても、同様の働きがあることがわかって

きました。インスリンが効きにくくなる体質になる

リスクも、β－ cry の血中濃度が高いと、著しく低

くなります。

　まとめますと、β－ cry の血中濃度が高い人は、

がん、糖尿病、糖尿病性肝臓障害、飲酒による肝臓

障害になるリスクが低くなるというメリットがあり

ます。β－ cry を豊富に含む食品も開発されていま

す。カテキンでブームのお茶と同様、β－ cry でミ

カンのブームも起こってくれたらいいなあと思って

おります。
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